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2023 年 2 月 16 日 

凸版印刷株式会社 

 

 

凸版印刷、モニター上の適切な色再現をクラウドで支援 
一般的なモニターの適切な色再現と撮影画像の適切な色変換を実現する 

クラウドサービスを開発、オンライン診療・美容カウンセリングなどの普及を推進 

 

凸版印刷株式会社(本社：東京都文京区、代表取締役社長：麿 秀晴、以下 凸版印刷)は、これまで

培ってきた高精度なカラーマネジメント（※1）技術を基に、モニターや撮影データ上で適切な色を再現す

るクラウドサービス「ColorSeeker™（読み：カラーシーカー）」と「CAM-FIT™（読み：カムフィット）」を開発しま

した。色の正確性が求められるオンライン診療や美容カウンセリングをはじめとして、様々な業界における

PC モニター上の色確認・伝達などに関する用途へ向けて、2023 年 2 月より本格的に提供を開始します。 

「ColorSeeker™」は、専門知識や特別な機材がなくても色相/明度/彩度などのカラープロファイルを

Web ブラウザ上で作成でき、一般的な PC モニターで適切な色を再現することができるサービスです。 

また、「CAM-FIT™」は、一般的な印刷物として提供可能なカラーチャートの色変換と、より精度が求め

られる皮膚や高品質な印刷物など特定の用途に向けて対象物の分光反射特性（※2）を考慮した凸版印

刷独自の高精度なカラーマネジメント技術を連携し、撮影画像データを精度高く変換できるサービスです。 

これら 2 つのサービスを組み合わせて導入することにより、色確認が可能なモニターの選択肢拡大と撮

影画像データの適切な色変換を容易にし、モニターの色再現に関わる入力・出力の環境整備を実現。モ

ニターと撮影データの双方での色再現性を高め、患者の顔や患部の色を適切に確認し診断する必要が

ある医療現場のオンライン診療や、美容業界のオンラインカウンセリングの普及など、印刷領域にとどまら

ない様々な用途での活用を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 開発の背景 

近年、働き方改革や新型コロナウイルス感染拡大により DX 化の動きが急速に拡大しています。そのよ

うな中、オンライン診療やカウンセリング、EC サイト上の商品画像などにおいては、デバイスのモニター上

での適切な色再現のニーズが高まっています。しかし、これまでモニター上で「正しい色」を再現するため

には、カラーマネジメントの専門知識、専用モニターや測色器、色評価用照明など特別な機材と環境を

整える必要があり、その利用は印刷会社や出版社など限定的で、色に関わる DX 化の普及には課題があ

りました。 

凸版印刷では、2018 年に最終印刷物の仕上がりをモニター上で再現できるサービス「CMS クラウド」を

開発し、高精度のモニター校正を社内外に展開してきました。また、印刷物を撮影し遠隔地のディスプレ

イで色調を確認する「遠隔色確認」も実践。更には順天堂大学との共同研究で、救急医療における医療

画像の色標準化と AI 活用(※3)など、誰でもどこでも容易に色調を合わせることができるカラーマネジメン

ト技術の研究開発に取り組んできました。 
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  このたび凸版印刷は、一般的なモニターで高精度なカラーマネジメント技術を容易に利用でき、適切

な色を再現するクラウドサービス「ColorSeeker™」と、一般的な印刷物として安価に提供可能なカラーチャ

ートと凸版印刷独自のカラーマネジメント技術を活用し、撮影画像データを適切な色に変換できるサービ

ス「CAM-FIT™」を開発。オンライン診療への活用など、色に関する DX 化を普及・推進していきます。 

 

■ 「ColorSeeker ™」の特長 

・一般的なモニターでも適切な色再現が可能 

専用機材がなくても一般的なモニターで WEB ブラウザ上から利用が可能。凸版印刷が培ってきた高

精度なカラーマネジメント技術に基づいたカラープロファイルの設定で、使用モニターの適切な色再現を

実現します。 

 

・直感的な操作で容易にカラープロファイルの設定が可能 

使用モニターや照明などの環境に合わせて、凸版印刷が提供する色見本とそれに対応したモニター

上のデータ画面を比較しながらブラウザ上で各色の色相/彩度/明度/グレーバランスを容易に調整する

ことができます。直感的な操作で使用できるので、専門知識がなくてもカラープロファイルの設定が可能

です。 

 
 

 

■ 「CAM-FIT™」の特長 

・安価なカラーチャートを利用できるため手軽な導入が可能 

 従来、撮影画像のデータ変換は色情報に応じて厳密に色を再現した高価なカラーチャートが必要でし

た。「CAM-FIT™」は印刷したチャートに識別番号を付与し、予めチャートの色情報をクラウド上に記録す

る仕組みのため、パンフレットや、薬・化粧品などのパッケージ、冊子などにカラーチャートの印刷や挿入

が可能です。これにより、複数拠点でも利用しやすく手軽な導入が可能です。 

 

・高精度なカラーマネジメント技術を簡単な操作で利用でき、撮影画像を適切な色へ変換、スマートフォ

ンなど一般的なカメラにも対応 

「CAM-FIT™」は、従来のカラーチャートを用いる手法を独自に発展させ、対象物に光が当たった際の

反射強度の違い（分光反射特性）を考慮したカラーマネジメント技術を活用することで、皮膚や印刷物な

ど特定の用途に特化した高精度な色再現も可能です。ユーザーが専用チャートと共に撮影した画像をク

ラウド上にアップロードするだけの簡単な操作により、適切な色変換の設定を容易に作成することができ

ます。スマートフォンなど一般的なカメラで撮影した画像にも対応可能です。 
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■ 想定される具体的な利用シーン  

 「ColorSeeker™」、「CAM-FIT™」を活用して、使用するモニターや撮影画像を適切な色に再現をするこ

とで、様々なシーンでの色伝達・確認の DX 化を推進します。 

・工業：環境依存があり、職人の目に依存する検査工程における無人化の対応。 

製品の色調を、遠隔地の事業所と確認・共有。 

・ＥＣサイト：商品を撮影し、「正しい色」に変換することによる色の保証（返品率の低減）。 

・医療：患者の患部などを撮影し、遠隔地の医師によるオンライン診療。 

・美容：肌などを撮影し、遠隔地の美容カウンセラーによるオンラインプロデュース支援。 

・観光：正しい色再現が求められるアートや観光地関連のコンテンツをデジタルで再現し、遠隔地で楽し 

  めるコンテンツを提供。 

・農業：自然環境による視環境の変化において、人の目に代わる農作物の確認方法の提供。 

 

■ 価格 

・「ColorSeeker™」：10,000 円／台・人・年  ※ユーザー1 名で複数台契約の場合は別途見積。  

・「CAM-FIT™」：100,000 円  ※変換 100 点までの参考価格。内容、使用量に応じて別途見積。 

※両サービスともに、導入支援などが発生する場合は別途費用となります。 

 

■ 今後の目標 

凸版印刷は、本サービスの拡販を進め、2027 年度までに関連受注含めて、累計約 100 億円の売 

上を目指します。医療分野では、オンライン診療のみならず、凸版印刷が提供する感染症情報管理アプ

リ「PASS-CODE®」と連携した検査キットの画像判定などにも本サービスの活用を目指します。また、今後

は様々な業界・業種の「色」に関するニーズや課題に対して、本サービスを展開することにより、色に関す

る DX に向けた取り組みを支援していきます。 
 

※1 カラーマネジメント 

ディスプレイやプリンタ、印刷物など異なるデバイス間で色の調整を行い、表示色の統一を図るための技術。 

※2 分光反射特性 

 物体に光が当たった際、物体の種類によって光の波長ごとの反射強度が異なる特性を持つことを指す。物体には、それぞれ

特に強く電磁波（可視光は人間の眼で見ることができる波長の電磁波）を反射・吸収・放出する波長域がある。 

※3 「凸版印刷と順天堂大学、共同研究講座を開設」 2021 年 5 月 31 日発表 
https://www.toppan.co.jp/news/2021/05/nsrelease210531_1.html 

 

＊ 本ニュースリリースに記載された商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊ 「ColorSeeker™」「CAM-FIT™」は、凸版印刷株式会社が関連特許登録済みです。 

＊ 本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 

以  上 
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